
沿岸魚類資源動向調査

2、ヒラメ稚魚分布密度調査

小向貴志・原子保・藤川義

はじめに

本調査は本県沿岸域におけるヒラメ着底稚魚を対象に試験操業を行い、継続的に分布密度を把握し、ヒラ

メ資源の動向把握に資することを目的とする。

方

調査日

調査船

漁具

調査地点

曳網時間

曳網速度

サンプル処理

デ-'1算出方法

法

日本海:平成11年 7/15、8/17、8/24、9/24

太平洋: 8/3、 9/2、 9/27 

民間船 (6.5トン/日本海 4.9トン/太平洋)を用船した。

桁網:水産工学研究所E型(図1)を用いた。

日本海は七里長浜地先(図2-1)沿岸水深5・10m (9/24は15mも行う)

太平洋は三沢市地先(図2-2)沿岸水深5・10mで実施した。

それぞれの調査海域(図2-1、図2-2)はヒラメ着底稚魚が主に生息すると考えられる単

調な砂浜域である。

曳き網時間は日本海は20分曳きを、太平洋はハスノハカシパンが大量に入網するので10

分曳きを目安とした。

2.0ノットを目安に行った。

得られたサンプルは氷冷もしくはホルマリンで固定し、ヒラメを含めた全種全数につい

て可能な限り種査定し、全長・体長・体重を測定した。

各調査地点毎の1000rrfあたりのヒラメ稚魚分布密度を算出した。

密度の算出は、先ずGPSから曳網距離を求め、桁網の幅2mを乗じて得られた曳網面積で、

採取尾数を除した値(面積密度法)を用いる。なお、漁獲効率は1とする。また、各月

の分布密度は、同日複数回行った同じ水深帯の平均値より算出した。

※今回の調査で使用した漁具は従来各研究機関で用いら

れてきた採集器具を統一する目的で、水産庁水産工学研
究所が開発したヒラメ・カレイ類幼稚魚採集用の桁網で

ある。

網口幅 ・2m 網口高さ:O. 2m 

網の長さ:6. 5m 網の目合 3.7mm 

桁の材質:ステンレス重 量:35. 6kg 

図l 水産工学研究所E型
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結 果(日本海)

ヒラメ当歳魚の全長組成及び分布密度

ヒラメ当歳魚の調査日別、水深別個体数と分布密度
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全長組成蜘m)

調査日別、水深別のヒラメ当歳魚

の全長組成、分布密度及びミニログ

による平均底層水温を表1に示した。

8/17の調査は悪天候のためl回だ

けの調査となったが、本年度最高の分

布密度60.0/1000 rriが得られた.7/15

の調査では水深の浅い方に、 8/24・9

/24の調査では水深の深い方に大型の

個体が分布する傾向がみられた。

最小全長は7/15水深5mの12mm、

最大全長は9/24の水深10mの141mm

であった。

モードは7/15は28mm、8/17は57・

62mm、8/24は70mm、9/24は82mmで

あった。

2. 調査地点別ヒラメ当歳魚分布密度調査

調査地点別、水深別分布密度を図3に示した。

7/15日・ 8回の曳網中最高分布密度を記録したのは出来島沖水深5mで25.6/1000rri、最低は出来島沖水

深 10mで1.9/1000 rriであった。

8月17日の試験操業は海の具合からl回しか操業できなかったが、本年度最高の分布密度60.0/

1000 rriを示した。

8回の曳網中最高分布密度を記録したのは高山南沖水深5mで30.2/1000rri、最低は出来島沖水

深5mで8.3/1000 rriであった。

10回の曳網中最高分布密度を記録したのは高山北沖水深5mで16.8/1000 rri、最低は出来島沖

水深10mで1.4/1000 rriであった。
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図3 平成 11年度調査地点別ヒラメ当歳魚分布密度

※調査海域図中の.は1000rriあたりの稚魚分布密度をあらわす。
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3 .調査日別・水深別全漁獲物測定結果

当調査において漁獲された漁獲物は、全て全長・体長・重量を測定(表2)した。
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表 2. 日本海全漁獲物測定結果
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主要漁獲物測定結果

・ホウボウ科不明魚 本種は日本海海域でよくみられるカナガシラによく似ているが、胸鰭内面模様が

カナガシラの一様な赤樫色とは異なり別種と考えられる。同定の結果、個体が小さい

ためはっきりとした特徴がつかめなかったが、ホウボウもしくはヒレホシカナガシラ

であろうと考えられた。

本種は南方系の魚種であるが、本県沿岸域でも採取され、商品にも利用されてい

る。 7/15・8/17は180""' 283mmの大型個体のみ、 8/24には全長組成21""' 80mm、

111 ""' 190mm、260mmの群がみられた。

全長範囲50""'103mmの0+と思われる 1) 個体72匹と、 191mmの個体1尾が捕獲さ

れた。 7/15には56mm、8/17・24には72mmlこモードがみられた。

今回漁獲された魚種の全個体数中52%を占める最多頻出種である。本種は暖海性

の嬢小種であり、あまり大ききくならない2)今回の調査では16""'102mmであった。

7/15には66mmに、 8/17には50mmに、 8/24には27・52・72mmに、 9/24には42・

56・75mmにモードがみられた。ヒラメ稚魚とは餌料となるアミ類の競合種であるが、

過去の同海域における調査においても優占種となっている。今回の調査でも、ヒラ

メの約2.5倍の採取数であった。

・タマガンゾウビラメ アラメガレイとともに、ヒラメ科の魚類であるが本県ではあまり利用されていない。

全長範囲44""' 1 OOnmであった。 8/24は56mm、9/24には82mmにモードがみられた。
種査定の結果、胸鰭の形態等からダルマガレイ属の1種と考えられた。

今回漁獲された魚種の全個体数中約10%を占めていた。大型の個体は天ぷら、か

ら揚げ等食用となる3)。今回は18""'188 mmの全長範囲であった。

-クロウシノシタ

-イシガレイ

-アラメガレイ

-カレイ目不明魚

・ネズッポ科

結 果(太平洋)

1 . ヒラメ当歳魚の全長組成及び分布密度

調査日別、水深別のヒラメ当歳魚の全長組

成及び分布密度、及びミニログによる平均底

層水温を表3に示した。

9/2日の水深10mの調査において本年度

最高の分布密度15.1/1000 rriが得られた.

9/2、9/27の結果では水深10mの方に大型

の個体が分布する傾向がみられた。

最小全長は8/3の18mm、最大全長は9/24

の157mmであった。

モードは8/3は21mm、9/2は92・93mm、9

/27は120mmであった。
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調査地点数

延曳網面積“)
布密度個体数/lC刷所)
平絹全長Inm) 

平均庖星水温む)

2 .調査地点別ヒラメ当歳魚分布密度調査

調査地点別、水深別分布密度を図4に示した。

8/3… 7回の曳網中最高分布密度を記録したのは玉川目沖水深10mで8.50/1000 rrf、最低は六川目、四川
目沖水深5mで0/1000rrfで、あった。

9/2… 8回の曳網中最高分布密度を記録したのは六川目沖水深10mで31.1/1000 rrf、最低は六川目沖水深

5mで4.4/1000rrfであった。

9/27… 6回の曳網中最高分布密度を記録したのは四川目沖水深5mで11.1/1000 rrf、最低は四川目沖水深

10mで、1.2/1000 rriであった。
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図4 H 11年度調査地点別ヒラメ当歳魚分布密度

※調査海域図中の・は1000rriあたりの稚魚分布密度をあらわす。

00 ・0<""'"ミ5.0・5.0<......，ミ 10.0未満 .10.0<......，孟20.0 • 20. 0 < ......，孟 50.0 • 50. 0 < ......， 

9/27 

注:.印に対応する水深は陸側から水深5・10m

3 .調査日別・水深別全漁獲物測定結果

当調査において漁獲された漁獲物は、全て全長・体長・重量を測定(表4)した。

表4.太平洋全漁獲物測定結果 8月3日 9月28 9月27
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主要漁獲物測定結果

・クロウシノシタ 本種は南方系の魚種である 9)が、本県沿岸域でも採取され、商品にも利用されてい

る。 8/3の221、9/2の238mmの2個体が見られた。

・イシガレイ 全長範囲58"'-'81mmの0+と考えられる 10)個体9匹と、 222mmの個体1尾であった0

・マコガレイ 8/3の183mm、9/2の157・169mmの3匹であった。

・アラメガレイ 本種は嬢小種でありあまり大ききくならなし叫。今回の調査では49"'-'102mmであった。

日本海では総漁獲個体数の半分以上を占めていたが、三沢地先ではl割程度であった。

9/2には54mm、9/27には71mmにモードが見られた。

・ネズッポ科 今回漁獲された魚種の全個体数中約39%を占め、ヒラメに次ぐ頻出種である。本種

の食性はアミ類・端脚類、多毛類なのでヒラメ稚魚と餌料(アミ類)の競合種ではな

いかと推測された。大型の個体は天ぷら等食用となる。今回は18"'-'208mmの全長範囲

であった。

考 察

(日本海)

今回調査が行われた海域を含む、出来島~車力村沿岸域のヒラメ産卵期は、 5"'-'7月3)といわれている。

産卵後、卵は数日で解化、浮遊期を経て変態し、 7"'-'8月に着底する 4)ことが知られている。

7/15の時点で最大全長70mmの個体が採取されているが、全長15mmから着底が始まる 5) ことと、同海域

の日開成長が1.3"'-' 1. 7mm6)であることから6月初旬頃には着底が始まっていると考えられ、また、ヒラメ

着底時期が2ヶ月以上の比較的長い期間にわたっていたことが推察された。

水深別全長組成では着底初期の7/15を除き、水深の深い方で大型の個体が分布する傾向がみられた(表

1)。ヒラメ稚魚は主に10mJ;l.浅の海域に着底し、全長70mmに達するまでにアミ主体から、シラス等小魚

主体の食性に転換7)し、沖へ移出していくといわれているが、今回の調査でも同様の結果であったと考え

られた。

ヒラメ稚魚の主分布域は水深10m以浅となっているが、過去の知見では水深20mで少ないながらも捕

獲が確認されており、正確な分布密度を把握するためにもより深い水深の調査を行う必要があると考えら

れた。

また、今回用いた漁具は従来、当水産試験場で使用していた従来型とは異なり、水工研E型となった。

水産工学研究所により行われた漁獲効率調査の報告がある 8)が、調査海域の曳網条件の違い等、相異要因

が考えられ、漁獲効率をどう扱うかが今後の課題である。

(太平洋)

今回調査を行った海域を含む、下北半島から岩手県沿岸域のヒラメ産卵期は、 6"'-'7月4)と言われており、

産卵後、卵は数日で鮮化、浮遊期を経て変態した後、 8"'-'9月に着底する 4)ことが知られている。

8/3の時点で最大全長57mmの個体が採取されているが、全長15mmから着底が始まる 5) ことと、日本海で

のデータを参考にし、日開成長1.3"'-' 1. 7mm6)で逆算すると同海域において、 7月初旬頃には着底が始まって

いると考えられた。また、 9/27の時点で最大全長157mmの個体が採取された一方、最小全長57mmの個体も

採取されており、ヒラメ着底時期が2ヶ月以上の比較的長い期間にわたっていることが推察された。

水深別全長組成では着底初期の8/3を除き、水深の深い方で大型の個体が分布する(表3)傾向がみられ

た。ヒラメ稚魚は主に水深10mJ;l.浅で着底し、全長70mm程度までに、アミ主体からシラス等の小魚主体

へ食性の転換7)がおこり、沖に移出していくといわれているが、今回の調査でも同様の結果であったと考

えられる。

当該海域のヒラメ稚魚調査の歴史は浅く、断片的な情報しか得られていないので、調査水深・調査海域を

拡大し、太平洋海域を代表する調査地点を探索する必要がある。
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まとめ

今回、日本海と太平洋海域で調査を行ったが、それぞれの海域での結果に差が生じた。

稚魚の分布密度に日本海と太平洋では差があり、日本海の方が大きい値であった。漁獲量は太平洋が大き

いにも関わらずこのような結果となった要因を考えてみる必要がある。

考えられることとして、太平洋の方が日本海に比べてリップルマークが大きいこと等の桁網曳網条件の違

い、ヒラメ稚魚分布可能面積の違い、太平洋海域のヒラメ稚魚の主分布域が他に存在すること、等が考えら

れる。

また、早い時期に解化しているはずの日本海の稚魚より太平洋の稚魚が全長で上回っていた。日本海の稚

魚は大型個体が早くから調査対象外の深場に分散してしまうのか、又は餌料環境の違いが成長差となって現

れていること等が考えられ、今後検討してみる必要がある。
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